





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(９) G. Boissonade, Projet Code Civil pour l’empire du Japon d’un
commentaire, nouvelle 	






































































(17) 梅謙次郎『訂正増補 民法要義 巻之二 物権編（第三十一版)』(1911
年）327頁以下。
(18) 我妻栄『新訂担保物権法』275頁，281頁（岩波書店，1968年)。
(19) 山崎敏充「抵当権の物上代位に基づく賃料債権の差押えをめぐる執行
実務上の諸問題」民事訴訟雑誌42号114頁以下（1996年)，松岡久和「物
上代位権の成否と限界(２)」金融法務事情1505号13頁以下（1998年）な
ど参照。
(20) 忠鉢孝史「東京地裁執行部における抵当権の物上代位をめぐる諸問題」
銀行法務21・567号14頁（1999年)，原道子「名古屋地裁（本庁）におけ
る概況と特徴」債権管理85号59頁（1999年)，合田悦三「仙台地裁（本
庁）における最近の民事執行事件の処理状況」金融法務事情1378号41頁
（1994年)。
(21) 松島敏明「大阪地裁における民事執行の現状と課題」金融法務事情
1454号17頁（1996年)，井上稔・伊藤彰「札幌地裁（本庁）における概
況と特徴」債権管理85号77頁の注(１)（1999年)。
(22) 最上侃二「大阪地裁（本庁）における最近の民事執行事件の処理状況」
金融法務事情1378号28頁（1994年)。
(23) 最上・前掲注(22)28頁。
(24) 原村憲司「転貸料への物上代位」金融法務事情1439号71頁（1996年）
(25) 吉田徹「民事執行事件処理の現場から 横浜地裁（本庁）における概
況と特徴」債権管理85号70頁（1999年)。
(26) 評釈については，高橋眞「判批」私法判例リマークス８号28頁以下
（1994年）参照。
(27) 評釈については，清原・前掲注(14)261頁以下，萩澤達彦「判批」私
法判例リマークス11号（法律時報別冊）150頁以下（1995年）参照。
(28) 評釈については，鎌田薫「判批」私法判例リマークス13号（法律時報
別冊）23頁以下（1996年)，新美育文「判批」判例タイムズ901号48頁以
下（1996年)，山野目章夫「判批」金融法務事情1460号51頁以下（1996
年)参照。
(桃山法学 第４号 ’04)36
(29) 評釈については，清原泰司「判批」金融・商事判例1077号53頁（1999
年）参照。
(30) ⑧決定および⑨決定の評釈については，徳田和幸「判批」判例評論
456号38頁以下（判例時報1585号200頁以下）(1996年)，田原睦夫「抵当
権の物上代位に基づく転貸賃料の差押えの可否」金融法務事情1441号４
頁以下（1996年)，鎌田・前掲注(28)23頁以下，新美・前掲注(28)48頁
以下，吉田光碩「抵当不動産の転貸料に対する物上代位について」判例
タイムズ907号72頁以下（1996年)，宮川不可止「判批」法律時報69巻６
号108頁以下（1997年）参照。
(31) 最上・前掲注(22)26頁，原村・前掲注(24)68頁。
(32) 清原・前掲注(14)273頁。
(33) 原村・前掲注(24)71頁。
(34) ⑩決定のコメントは,「本決定が認定していない事実関係いかんによ
っては判断は微妙であると思われ，転貸料に対して物上代位が許される
か否かの基準設定は困難なことがうかがわれる」(金融・商事判例1044
号16頁）と述べる。
(35) 私見と異なり，⑩決定を正当であると述べるのは，松岡・前掲注(５)
85頁。
(36) 忠鉢・前掲注(20)14頁。
転貸料債権に対する抵当権の物上代位(１) 37
